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酪
農
を
除
く
農
業
生

産
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　
令
和
２
年
に
実
施
さ

れ
た
国
の
「
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」（
調
査
）
に
基
づ
い
た

推
計
に
よ
る
と
、
町
の
農
業

産
出
額
は
49
億
４
０
０
０
万

円
で
、
そ
の
内
訳
は
、
酪
農

が
39
億
５
０
０
０
万
円
で
全

体
の
約
80
㌫
を
占
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
肉
用
牛
飼
育
な
ど

を
加
え
た
畜
産
全
体
の
割
合

は
46
億
３
０
０
０
万
円
で
、

農
業
産
出
額
全
体
の
約
94
㌫

と
な
る
。

　
酪
農
・
畜
産
を
除
く
農
業

産
出
額
の
実
質
比
率
は
６
㌫

で
そ
の
内
訳
は
、「
野
菜
」

が
１
億
６
０
０
０
万
円
、「
山

ブ
ド
ウ
」
が
６
０
０
０
万
円
、

「
葉
た
ば
こ
」
な
ど
「
工
芸

農
作
物
」
が
４
０
０
０
万
円
、

「
米
」が
３
０
０
０
万
円
、「
花

き
」
が
２
０
０
０
万
円
、「
い

も
類
」
が
１
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
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耕
種
農
業
な
ど
今
後

の
農
業
振
興
策
を
伺
う
。

　
　
　
町
は
こ
れ
ま
で
独
自

に
「
葉
た
ば
こ
栽
培
品
質
向

上
対
策
事
業
」
や
、「
葛
巻

議
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長

一般質問

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
平
成
28
年
の
農
業
産
出
額

と
の
比
較
で
は
、「
野
菜
」

や
「
工
芸
農
作
物
」、「
米
」

が
減
と
な
り
、「
山
ぶ
ど
う
」

や
「
い
も
類
」
が
増
と
な
っ

て
お
り
、
酪
農
・
畜
産
を
除

い
た
農
業
産
出
額
の
合
計
で

は
２
億
３
０
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
る
農
家

数
の
減
少
や
労
働
力
不
足
が

問

答

耕種など今後の農業振興策は

的確なニーズ把握で持続化を支援

農
業
生
産
の
状
況

農
業
振
興
へ
の
対
策

せん定作業を控えた山ぶどう農家の圃場

型
農
業
構
築
支
援
事
業
」
な

ど
に
よ
り
、
資
機
材
購
入
経

費
の
一
部
助
成
な
ど
、
農
家

へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
、
山
ぶ
ど
う
栽
培
農
家
が

山
ぶ
ど
う
の
新
植
苗
や
作
業

用
機
械
等
を
導
入
す
る
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
「
山
ぶ

ど
う
栽
培
振
興
事
業
」
を
創

設
し
、
生
産
の
継
続
、
拡
大

を
支
援
し
て
い
る
。

　
今
後
も
農
家
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
農
協
や
各

種
団
体
と
情
報
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
国
や
県
の
補
助
事

業
等
の
活
用
や
補
助
対
象
外

と
な
る
も
の
に
対
し
て
は
町

独
自
の
支
援
策
な
ど
に
よ
り

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
併
せ
て
、
農
業
従
事
者
の

確
保
に
向
け
た
新
た
な
担
い

手
確
保
の
ほ
か
、
農
業
の
省

力
化
や
農
業
生
産
物
の
高
品

質
化
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
支
援
な
ど
、
持
続

可
能
な
農
業
経
営
を
支
援
し

て
い
く
。

考
え
ら
れ
、
農
作
物
の
生
産

量
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
に
も
つ
な

が
る
な
ど
、
多
面
的
な
問
題

が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
イ

ノ
シ
シ
の
生
息
数
と
被
害
は
。

　
　
　
生
息
数
は
、
県
内
で

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
３
７
０
０

頭
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
町

内
の
出
没
状
況
は
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
が
、
例
年
の
１
・
８

倍
の
81
件
報
告
さ
れ
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
は
個
体
数
の
確
認

が
難
し
く
把
握
で
き
て
い
な

い
。

　

町
内
で
の
被
害
状
況
は
、

春
か
ら
秋
に
か
け
、
ロ
ー
ル

ベ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
や
デ
ン

ト
コ
ー
ン
の
圃
場
な
ど
で
、

食
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
　
　
農
家
の
被
害
が
市
街

地
へ
の
ク
マ
の
出
没
を
防
い

で
い
る
側
面
も
あ
る
と
思
う

が
、
農
家
へ
の
支
援
は
。

　
　
　

　
農
地
を
守
る
の
は
、
原
則

所
有
者
な
の
で
、
野
生
鳥
獣

を
農
地
に
近
づ
け
な
い
処
置

を
指
導
し
て
い
る
。
被
害
が

増
大
し
た
場
合
は
被
害
補
助

議
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議
員

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

近
こん

藤
どう

　聖
きよし

 議員

も
検
討
す
る
が
、
当
面
は
電

気
柵
の
設
置
補
助
額
を
増
加

す
る
な
ど
し
て
援
助
し
て
い

く
。

　
　
　
「
葛
巻
町
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
作
成
に
お
け
る

実
施
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

　
　
　
猟
友
会
へ
の
捕
獲
業

務
委
託
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
報

奨
金
の
創
設
、
狩
猟
免
許
取

得
費
用
の
助
成
制
度
の
創
設

な
ど
、
野
生
鳥
獣
対
策
が
強

化
さ
れ
て
お
り
、
被
害
軽
減

に
努
め
て
い
る
。
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
・
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
い
ず
れ
も
捕
獲
実
績

が
増
加
し
て
お
り
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

議
員

町
長

問

答

鳥獣被害の農家への支援は

捕獲体制への援助を強化する

一般質問

鳥
獣
被
害
の
状
況
に
つ
い
て

民家近くに設置された捕獲用わな

　
捕
獲
の
担
い
手
確
保
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
狩
猟
免

許
取
得
講
習
会
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
町
猟
友
会
の
会
員

確
保
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
葛
巻
町
で
ジ
ビ
エ
料

理
を
特
産
品
に
育
て
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　
広
域
８
市
町
の
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
で

ジ
ビ
エ
肉
の
活
用
に
つ
い
て

可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
経
過
を
見
な
が
ら
町
と

し
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

　
販
路
の
確
保
や
セ
シ
ウ
ム

の
全
頭
検
査
体
制
の
構
築
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

議
員

副
町
長

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

人
材
育
成
や
捕
獲
者
の
確
保

等
の
基
盤
整
備
が
前
提
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
鳥
獣
捕
獲
・
駆
除
の

体
制
や
諸
経
費
の
状
況
は
。

　
　
　
昨
年
度
、
町
の
猟
友

会
会
員
が
増
え
、
担
当
職
員

の
免
許
取
得
も
あ
り
、
担
い

手
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
被
害
増
加
が
予
想
さ
れ
る

の
で
委
託
料
や
報
奨
金
、
電

気
柵
購
入
補
助
金
の
助
成
な

ど
被
害
対
策
拡
充
を
検
討
す

る
。

　
　
　
子
供
た
ち
に
被
害
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
対
策
と
指
導
を
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
現
在
子
供
た
ち
へ

の
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
今
後
、
ク
マ
の
出
没
状
況

の
共
有
、
集
団
で
の
登
下
校
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
前
後
の

熊
鈴
の
携
行
の
実
施
や
先
生

方
が
日
常
的
に
対
策
を
話
す

な
ど
、
防
止
対
策
に
努
め
て

い
く
よ
う
各
学
校
に
対
し
指

導
す
る
。
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長


